
202３年度 学部授業アンケート分析結果 
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1. はじめに
 本報告は、2024年5⽉までに学事部企画課より提供いただいた、学部学⽣を対象にした授業アンケート

（以下、「授業アンケート」と⾔います）の結果ならびに学⽣の成績情報を分析した結果のサマリーです。

授業アンケートは、2023年度春学期および秋学期に実施された講義を受講した学⽣を対象に実施されまし

た。また、本授業アンケートは各学期、学⽣の成績確定前に実施されました。

1.1 分析の観点について
 本報告では、次の項⽬について、要素間を⽐較‧分析した結果を報告します。

- 成績別

- 授業形式別

- ⼊試カテゴリ別

- 授業タイプ別

- アクティブラーニング内容別

- 出⾝⾼校ランク別

- 【1年⽣のみ】中央⼤学の志望順位別

- 学習⾏動別

- 出席率

- 授業外学習時間

- 【1,2年⽣のみ】年間履修単位数別

1.2 収集したデータについて
 収集したデータは以下の通りです。

- 授業に紐づくデータ

- 授業ごとに実施した授業アンケート（全14問）の回答

- アンケートを実施した授業の授業形式ならびに授業タイプ（詳細は2.6節で説明しておりま

す）

- 学⽣の成績

- 成績は、素点ではなく成績評語を取得しました。なお、2021年度以前⼊学⽣と

2022年度⼊学⽣では、成績評語が異なります。本分析では2021年度以前⼊学⽣に適
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⽤されている成績評語（A,B,C,D,E,F）を使⽤し、2022年度⼊学⽣の成績評語（

S,A,B,C,E,F）は対応する評語に置換した上で分析に使⽤しました

- 学⽣個⼈に紐づくデータ

- 2023年度GPA

- ⼊試カテゴリ（詳細は2.5節で説明しております）

 上記のデータはいずれも、学⽣を⽰す仮名加⼯情報に紐づけて取得しました。ただし、分析者（佐々⽊）

は特定の個⼈を識別できない状態で取得しています。

 授業に紐づくデータのうち、授業アンケートの回答について、アンケートは授業ごとに実施していたた

め、1⼈の学⽣は、⾃⾝が受講した複数の授業に対しそれぞれ授業アンケートに回答できました。また、そ

れぞれの授業に対し学⽣の成績を紐づけて収集しました。延べ回答数は99,250件でした。

 また学⽣個⼈に紐づくデータとして得た、2023年度のGPA、および⼊試カテゴリ（1年⽣のみ）は、学⽣

を⽰す仮名加⼯情報に紐づけて収集しました。

 これらのデータから、学⽣の特定の授業に対するアンケート結果と成績、および当該学⽣の2023年度GPA

、⼊試カテゴリ（1年⽣のみ）、学年が分かる状態で分析を⾏いました。

 本報告書で報告する分析では、原則として授業単位で分析しています（1レコードが［1学⽣‧1授業］の

データ）。また、各分析観点では有効回答数を⽰しています。この有効回答数は、取得したデータのうち、

分析に際し必要な情報が全て⽋損なく得られたデータの数を⽰しています。

1.3 アンケートの設問項⽬について
 実施した授業アンケートでは、全学部共通で以下の表に⽰す14項⽬について質問しました。選択肢欄に

「リッカート尺度」と記載されている設問はすべて、回答の選択肢が7件法のリッカート尺度（1.全くそう

思わない∕2.そう思わない∕3.あまりそう思わない∕4.どちらともいえない∕5.ややそう思う∕6.そう思

う∕7.⾮常にそう思う）であることを⽰しています。リッカート尺度以外の選択肢をもつ設問については、

個別に回答の選択肢を記載しています。

表：授業アンケートの設問項⽬

設問

番号
設問項⽬ 選択肢

1 講義要項（シラバス）に⽰されていた学習⽬標や内容と合致し

ていた。

リッカート尺度

2 能動的に参加したくなるような授業であった。 リッカート尺度

3 この授業の内容を理解し、知識‧技能等を習得できた。 リッカート尺度
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4 この授業を通じて、⾃⾝の能⼒の⾼まりや成⻑につながった。 リッカート尺度

5 担当教員の話し⽅は聞き取りやすく、理解しやすいものだっ

た。

リッカート尺度

6 担当教員は学⽣が集中できるように学習環境の維持に努めてい

た。

リッカート尺度

7 教科書や配布‧提⽰資料（パワーポイント‧ビデオ等）は授業

内容の理解に役に⽴った。  

リッカート尺度

8 担当教員によるフィードバック(個別質問への応答、レポートへ

のコメント、試験の講評など)は適切だった。

リッカート尺度

9 この授業に対する出席率について。 1. 8回以上⽋席した

2. 6〜7回⽋席した

3. 4〜5回⽋席した

4. 3回⽋席した

5. 2回⽋席した

6. 1回⽋席した

7.全て出席した

10 1回の授業に対する予習‧復習(ゼミ活動や図書館/インターネッ

ト等での情報検索時間も含む)の平均時間について。

1.全くしなかった

2. 1時間未満

3. 1時間以上2時間未満

4. 2時間以上3時間未満

5. 3時間以上4時間未満

6. 4時間以上5時間未満

7. 5時間以上

11 この授業は総合的に満⾜できたか。 リッカート尺度

12 この授業の進⾏速度について。 1.⾮常に速い

2.速い

3.やや速い

4.ちょうどよい

5.やや遅い

6.遅い

7.⾮常に遅い
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13 課題（宿題、レポートの提出、予習‧復習など）の量につい

て。

1.⾮常に少ない

2.少ない

3.やや少ない

4.適切

5.やや多い

6.多い

7.⾮常に多い

14 全授業回のうち、あなたが遠隔授業形式によって受講した回数

について。(計28回の授業科⽬については、（）内の数値をお答

えください。）

1. 0回

2. 1〜3回（1〜6回）

3. 4〜7回（7〜14回）

4. 8〜13回（15〜27回）

5.すべての授業

1.4 本資料の表記について
 本資料のグラフでは、着⽬する項⽬について授業アンケートの設問別回答割合および成績の分布について

は⼩数点以下1桁の百分率にて、GPAについては有効数字3桁の⼩数にて、⽰すグラフを作成しました。本報

告上でもいくつかグラフを記載しますが、紙⾯の都合上全てのグラフを記載できません。ご了承ください。

 また、各グラフには集計の都合上、左上に「Q�」のように「Q[N]」と記載されています。設問番号は[N]

にあたる数値をご参照ください。加えて、特に断りがない場合は、グラフが指し⽰すデータは全学部‧全学

年のデータであることを、予めご承知おきください。

 加えて、2022年度の授業アンケート分析で同じ項⽬を分析したものについては、資料中に可能な限り数値

を併記しております。参考情報としてお取り扱いください。
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2. 分析結果
2.1 成績別分析
 本観点は、講義の成績が90点以上（2021年度以前⼊学⽣のA評価、または2022年度⼊学⽣のS評価）であ

る学⽣を「成績上位者」、講義の成績が70点未満（2021年度以前⼊学⽣のD〜F評価、または2022年度⼊学

⽣のC、E〜F評価）である学⽣を「成績下位者」と定義し、成績上位者と成績下位者間でアンケートの回答

結果に差があるか傾向を調査しました。授業ごとに成績が定まるため、1授業のアンケート回答を1レコード

として回答を得ました。有効回答数は、成績上位者が7,629件、成績下位者が31,736件です。

2.1.1 リッカート尺度の設問を⾒ると、成績上位者の「7.⾮常にそう思う」の回答割合
がより⼤きい
 以下に、⼀例として設問11の回答のグラフを⽰します。本グラフから⾒て取れるように、「この授業は総

合的に満⾜できたか。」という設問に対して、「⾮常にそう思う」と回答した割合が、成績上位者が40.4%

（2022年度37.3%）に対して成績下位者は26.9%（2022年度22.7%）となっており、15ポイント弱の差が⾒

られます。これ以外の設問については下記の表の通りですが、いずれも成績上位者‧下位者間に差が⾒られ

ました。またグラフからも、選択肢「ややそう思う」以下では、成績下位者の回答割合が成績上位者を上

回っている様⼦がうかがえます。

 成績下位者は、成績上位者よりも、講義に対して完全に満⾜できないような何らかの要素を持っている可

能性を⽰唆しており、学⽣が抱く潜在的不満を解消する必要があることがうかがえます。

図：設問11の成績上位者∕下位者∕全体別の回答割合



6

2.1.2 授業の進⾏速度は、成績下位者の⽅が速いと感じている
 設問12「この授業の進⾏速度について。」では、授業が遅く感じたか速く感じたか、7件法で問うていま

す（この設問への回答結果は下記グラフをご参照ください）。全体で76.8%（2022年度75.4%）、成績上位

者は83.1%（2022年度79.2%）、成績下位者も71.3%（2022年度65.6%）は「ちょうどよい」と回答してい

ますが、選択肢「やや速い」〜「⾮常に速い」を選択した割合を⾒ると、成績上位者が9.4%（2022年度

12.6%）であるのに対し、成績下位者は18.4％（2022年度25.7％）と10ポイント程度多く回答しています。

成績下位者は成績上位者に⽐べて授業が速かったと感じた傾向にあることが分かりました。ただし、昨年度

と⽐べ、授業が速いと感じた割合は⼩さくなっています。先⽣⽅皆様のご尽⼒により、授業スピードが学⽣

に合うよう調整されたのかもしれません。

 また割合を考えると、成績下位者の2割以下しか「速い」と感じていないため、本項⽬については「成績

下位者は授業が速いと感じるかもしれない」程度に捉えていただければ幸いです。

図：設問12の成績上位者∕下位者∕全体別の回答割合

2.1.3 成績上位者ほど講義に全て出席する傾向にある
 設問9では講義の⽋席回数を問うています（回答割合を⽰したグラフは下図をご参照ください）。この設

問への回答で、選択肢「全て出席した」を選択した割合は、成績上位者が62.5%（2022年度77.3%）、成績

下位者が40.8%（2022年度46.3%）と、実に20ポイント以上の差が開いています。成績下位者のほうが1回

以上講義を⽋席する割合が⼤きいことが分かります。

 ⽋席回数と成績について、因果関係までは本分析では明らかにできません。つまり、出席率が低いから成

績が悪くなるのか、講義で理解できないことが多くなりすぎて嫌になり出席率が低下するのかは分かりませ

ん。しかしこの結果から、出席率は成績と密接に関連しているパラメータであることがうかがえます。出席

率が低い学⽣は成績が悪くなる可能性があることを念頭に置いておく必要がありそうです。

 また、昨年度と⽐べると、「全て出席した」割合は全体的に低下しています。出席については、今まで以

上に⽬を配る必要があるかもしれません。
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図：設問9の成績上位者∕下位者∕全体別の回答割合

2.2 授業形式別分析
 本観点は、シラバスの項⽬の⼀つである「授業形式」の内容から、当該授業を以下の6つに区分し、区分

間で授業アンケートならびに成績に関係が⾒られるか調査したものです。なおシラバス作成時、「授業形

式」への⼊⼒は任意であり、⼊⼒がないものは「その他」に分類しています。有効回答数（アンケートの回

答数であり、授業の総数とは⼀致しません）の内訳は以下の通りです。

● すべて対⾯：有効回答数36,557件

● すべてオンライン（遠隔ライブ）：有効回答数151件

● すべてオンデマンド（録画映像）：有効回答数3,154件

● ハイフレックス（対⾯＋遠隔ライブ）：有効回答数982件

● ブレンド（対⾯＋録画映像）【遠隔ライブなどの組み合わせが⾏われている場合も含む】：有効回

答数2,006件

● その他（未指定∕分類不能を含む）：有効回答数56,113件

 これらの区分は、全てシラバス上の「授業形式」の内容から、分析者ではない複数名の評価者による⼈⼒

で判断しています。「授業形式」以外に記載の情報は⼀切区分に影響していません。また評価者間で区分結

果に相違が⾒られた場合は、合意の上で修正を⾏っています。加えて、シラバス上での記載に基づく区分で

あり、実際に授業がどのような形式で⾏われたか、考慮していません。以上の点、ご承知おきください。
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2.2.1 リッカート尺度の設問を⾒ると、すべてオンラインの授業において、評価がやや低
い
 以下に例として、設問2、設問4、設問11の回答割合を⽰すグラフを⽰します。それぞれ学⽣の積極性、能

⼒伸⻑、満⾜度を測る設問ですが、いずれも「すべてオンライン」の学⽣が選択肢「⾮常にそう思う」を選

択した割合が最⼩となっています。

 特に満⾜度については、「⾮常にそう思う」と「そう思う」は他群と⽐べ割合が⼩さいことに対し、「や

やそう思う」や「どちらともいえない」といったより低い評価の回答割合が最⼤となっています。

図：設問2の授業形式別の回答割合

図：設問4の授業形式別の回答割合
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図：設問11の授業形式別の回答割合

2.2.2 すべてオンデマンド、ハイフレックス、ブレンドの授業において、最も授業の進⾏
速度は「ちょうどよい」と回答した割合が⼤きい
 設問12「この授業の進⾏速度について。」において、「ちょうどよい」と回答した割合は、どの授業にお

いても7割を超えていますが、その中でも特に「すべてオンデマンド」「ハイフレックス」「ブレンド」の

授業においては8割を超えています。特に授業を後ほど⾒返すことが可能である「すべてオンデマンド」

「ブレンド」の授業では、学⽣⾃⾝のペースに合わせた学習が可能であることがうかがえます。

図：設問12の授業形式別の回答割合
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2.2.3 授業外学習時間はすべてオンライン形式においてやや短い
 設問10「1回の授業に対する予習‧復習(ゼミ活動や図書館/インターネット等での情報検索時間も含む)の

平均時間について。」の回答分布を⾒ると、「すべてオンライン」と回答している学⽣の7割超が「全くし

なかった」もしくは「1時間未満」と回答しています。他の形式と⽐べると頭⼀つ抜けているため、注視が

必要そうです。

図：設問10の授業形式別の回答割合

2.2.4 成績はハイフレックス、ブレンドの授業がやや⾼めか
 特にB評価の項⽬を⾒ると、ハイフレックスおよびブレンドの授業が、やや相対度数が⼤きくなっている

ことがうかがえます。ただし割合で⾒ても6ポイント程度の差であり、成績に関する授業形式ごとの差はそ

こまで⼤きいものではないと考えられます。
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図：授業形式別の成績分布

2.2.5 ⼩括
 授業形式別に⾒てみると、すべて対⾯やすべてオンライン、というよりも、ハイフレックスやブレンドの

ように対⾯と遠隔の授業が混ざっている⽅が、全般的に良い傾向（肯定的回答が多い、授業外学習時間が⻑

い、成績が良い）がうかがえます。ただしその差はそこまで⼤きくなく、授業形式が成績や満⾜度などを向

上させる直接的な原因とは考えないほうが適切でしょう。ここで⾒られた傾向は、「たまには対⾯と遠隔を

混ぜてみても⾯⽩いかもしれない」という程度に、授業運営に⾏き詰まった場合の多少の刺激として検討し

てみてください。

2.3 ⼊試カテゴリ別分析
 ⼊学時の⼊試カテゴリを以下の5区分に分け、区分間で授業アンケートならびに成績に関係が⾒られるか

調査したものです。有効回答数（アンケートの回答数であり、学⽣の総数とは⼀致しません）の内訳は以下

の通りです。

● ⼀般（セ、統、英外を含む）【それぞれセンター試験∕⼤学⼊学共通テスト‧統⼀⼊試‧英語外部

検定利⽤を指します】：有効回答数54,794件

● 指定校推薦：有効回答数23,426件

● スポーツ推薦：有効回答数1,835件

● 附属：有効回答数13,561件

● その他【特別⼊試など。留学⽣、帰国⼦⼥を含む】：有効回答数5,485件

2.3.1 指定校推薦で⼊学した学⽣が最もよく授業に出席している
 設問9「この授業に対する出席率について。」の結果を⾒ると、「全て出席した」と回答した割合が最も

⾼い群は、指定校推薦の学⽣でした。⼀⽅でスポーツ推薦の学⽣は出席率が思わしくないですが、スポーツ
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推薦の学⽣は単に⼤会等で公⽋を取っていることが考えられるため、数値情報から出席率が悪い、と断⾔す

ることはできません。

図：設問9の⼊試カテゴリ別の回答割合

2.3.2 成績はスポーツ推薦の学⽣が最も低い
 2023年度のGPAを⾒てみると、スポーツ推薦の学⽣が全体と⽐べて低い様⼦がうかがえます。こちらもス

ポーツ重視で⼊学しているのだから……という声もあろうと思いますが、これを許容するかどうかは、学部

や⼤学全体で検討しなければならないかもしれません。

図：2023年度GPAの⼊試カテゴリ別の平均：全学部
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 ⼀⽅で、附属の⾼校から進学した学⽣については、学部によって差が⾒られました。経済学部、商学部を

⾒ると全学部（2.69）より低い数値が⾒られる⼀⽅で、国際経営学部、国際情報学部では全体より⾼い数値

が⾒られました。ただし、全学部の全体（2.69）と学部ごとの全体を⽐べても、それぞれ経済学部、商学部

が低く、国際経営学部、国際情報学部が⾼くなっていることを考慮すると、単純に学部間の成績の偏りによ

る可能性もあります。

図：2023年度GPAの⼊試カテゴリ別の平均：経済学部

図：2023年度GPAの⼊試カテゴリ別の平均：商学部
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図：2023年度GPAの⼊試カテゴリ別の平均：国際経営学部（スポーツ推薦はデータなし）

図：2023年度GPAの⼊試カテゴリ別の平均：国際情報学部（スポーツ推薦、その他はデータなし）

2.4 授業タイプ別分析
 授業の内容に合わせて、各授業を以下の7区分に分け、区分間で授業アンケートならびに成績に関係が⾒

られるか調査したものです。有効回答数（アンケートの回答数であり、授業の総数とは⼀致しません）の内

訳は以下の通りです。

● 講義：有効回答数62,471件

● 実験‧製図：有効回答数1,382件
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● 実習：有効回答数228件

● 演習：有効回答数6,539件

● 実技：有効回答数1,751件

● 外国語：有効回答数26,781件

● 卒論科⽬：有効回答数98件

 ただし、実技科⽬についての回答は商学部、国際経営学部、国際情報学部から、卒論科⽬についての回答

は総合政策学部と国際経営学部からしか得られていません。特に卒論科⽬については、有効回答数が著しく

少ない点にご留意ください。

2.4.1 リッカート尺度の設問において、全体的に実技科⽬と卒論科⽬が⾼評価
 卒論科⽬は総合政策学部と国際経営学部からしか回答がなく、実技科⽬は商学部、国際経営学部、国際情

報学部からしか回答がなかったことを考慮する必要はありますが、全体的に実技科⽬と卒論科⽬において、

学⽣は授業に対し評価を⾼くつけている傾向が⾒られました（2022年度の授業アンケート分析においても

類似の傾向が⾒られています）。

図：設問2の授業タイプ別の回答割合
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図：設問6の授業タイプ別の回答割合

図：設問11の授業タイプ別の回答割合

2.4.2 実験‧製図科⽬では、授業外学習時間が⻑く課題の量は多いと感じられている
 実験‧製図科⽬では、授業外の学習時間や課題の量が、他の授業タイプと⽐べて多いと感じられているよ

うです。これは2022年度の授業アンケート分析においても同様の様⼦が観察されました。性質上仕⽅ない部

分も多いですが、やはり学⽣にとっては結構な負担になっている様⼦がうかがえます。
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図：設問10の授業タイプ別の回答割合

図：設問13の授業タイプ別の回答割合

2.4.3 卒論科⽬の成績が⾼い
 有効回答数は少ないですが、卒論科⽬の平均授業評価は72.4%と、他の授業形態よりかなり⾼いことが、

以下のグラフから分かります（2022年度92.5%）。とはいえ、昨年度よりA評価の割合が低下したことか

ら、偏りは是正⽅向にあるようです。
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図：授業タイプ別の成績分布

2.5 アクティブ‧ラーニング内容別分析
 本観点は、シラバスの項⽬の⼀つである「アクティブ‧ラーニングの実施内容」の内容から、当該授業を

以下の8つに区分し、区分間で授業アンケートならびに成績に関係が⾒られるか調査したものです。この項

⽬はシラバス作成時、以下の選択肢から複数選択が可能となっています。有効回答数（アンケートの回答数

であり、授業の総数とは⼀致しません。また各項⽬は複数選択が可能であるため、全体を除く全ての項⽬の

合計は、全体を上回ります）の内訳は以下の通りです。

● PBL（ここではProject-Based Learning（課題解決型学習）を指します）：有効回答数14,766件

● 反転授業：有効回答数8,983件

● ディスカッション∕ディベート：有効回答数26,968件

● グループワーク：有効回答数30,048件

● プレゼンテーション：有効回答数20,392件

● 実習∕フィールドワーク：有効回答数8,240件

● その他：有効回答数13,673件

● 未実施：有効回答数39,395件

● （全体：有効回答数99,250件）

2.5.1 全体的に「未実施」の授業は肯定的意⾒の割合が⼩さい
 リッカート尺度で回答する設問を⾒ると、どの設問においても「未実施」の授業において「7．⾮常にそ

う思う」と回答した割合は他区分の授業と⽐べて⼩さいことが⾒て取れます。特に設問2「能動的に参加し

たくなるような授業であった。」や設問4「この授業を通じて、⾃⾝の能⼒の⾼まりや成⻑につながっ
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た。」、設問11「この授業は総合的に満⾜できたか。」において「7．⾮常にそう思う」の割合が⼩さいこ

とから、授業に消極的だったり、授業内容を⼤学や教員が想定している通りに習得できていない可能性がう

かがえるため、アクティブ‧ラーニングを取り⼊れる⼀考の余地はありそうです。

図：設問2のアクティブ‧ラーニング内容別の回答割合：全学部

図：設問4のアクティブ‧ラーニング内容別の回答割合：全学部
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図：設問11のアクティブ‧ラーニング内容別の回答割合：全学部

2.5.2 学部別の特徴
 学部別に特徴が⾒られた項⽬もありました。経済学部では「実習∕フィールドワーク」の授業が全体的に

肯定的な意⾒を受けています。ただし、授業外学習時間は「1．全くしなかった」と回答した割合が50%近

くまである点には（実習形式の特徴とも⾔えますが）注意を払う余地があるでしょう。

図：設問11のアクティブ‧ラーニング内容別の回答割合：経済学部
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図：設問10のアクティブ‧ラーニング内容別の回答割合：経済学部

 また、国際経営学部では「プレゼンテーション」を取り⼊れた授業において、全体的に肯定的な意⾒が多

く⾒られました。能⼒伸⻑もよく感じられており、経済学部の実習∕フィールドワークと同様に、学部内で

授業がうまく運営されているようです。

図：設問4のアクティブ‧ラーニング内容別の回答割合：国際経営学部
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2.5.3 反転授業の実施状況
 ⼀例として、アクティブ‧ラーニングの中でも「反転授業」の様⼦を⾒てみると、本分析の対象となった

全7,041の授業のうち、「反転授業」をアクティブ‧ラーニングの実施内容に選択した授業は695件あり、1

割弱の授業で反転授業が取り⼊れられているようです。

 また、授業タイプ別に反転授業を取り⼊れている授業数を集計した結果は以下の表の通りです。この表か

ら、講義科⽬や外国語科⽬で特に反転授業が取り⼊れられていることが分かります。

表：反転授業を取り⼊れている授業数

授業タイプ 反転授業を取り⼊れている授業数

講義 303

実験‧製図 3

実習 1

演習 81

実技 28

外国語 277

卒論科⽬ 2

合計 695

 また反転授業はその他のアクティブ‧ラーニングと組み合わせて取り⼊れられており、反転授業のほか、

「PBL‧反転授業‧ディスカッション∕ディベート‧グループワーク‧プレゼンテーション」の全てと組み

合わせて実施されている授業が、反転授業を取り⼊れている授業の中で最多の133件ありました。

 反転授業に注⽬した分析はまだ⼗全ではなく、速報的な報告となりますが、今後も授業デザインと授業ア

ンケートの結果や成績との関係の調査を進めて参ります。

2.6 出⾝⾼校ランク別分析
 学⽣の出⾝⾼校を6段階のランク（A〜F）およびその他に区分し、区分間で授業アンケートならびに成績

に関係が⾒られるか調査したものです。このランクは、⼤学通信社が該当⾼校の⼤学進学実績を集計しその

データを基にランキング化したものであり、年度ごとに更新されます。アルファベットが早い（A）ほど、

進学実績が⾼い⾼校であることを指しており、学校ごとの格付けを⾏っているものではないことにご留意く

ださい。有効回答数（アンケートの回答数であり、学⽣の総数とは⼀致しません）の内訳は以下の通りで

す。
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● A：有効回答数10,590件

● B：有効回答数26,302件

● C：有効回答数26,954件

● D：有効回答数17,165件

● E：有効回答数13,037件

● F：有効回答数1,598件

● その他【留学⽣、帰国⼦⼥、⾼認などが該当】：有効回答数3,455件

2.6.1 リッカート尺度の設問において全体的に「その他」ランクの学⽣が⾼評価
 その他には留学⽣等が含まれますが、およそリッカート尺度のどの設問においても、その他の学⽣が「⾮

常にそう思う」回答割合が最も⼤きい様⼦が⾒られます。

図：設問2の出⾝⾼校ランク別の回答割合
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図：設問11の出⾝⾼校ランク別の回答割合

2.6.2 GPAは⾼校ランクに関係なくおよそ⼀定。ただし学部によって傾向は異なる
 ランクがFの⾼校出⾝である学⽣のみ2.6台を割り込んでいますが、それ以外の学⽣については2023年度

GPAの平均は2.6以上となりました。Fランク⾼校出⾝の学⽣については、少し観察などが必要になるかもし

れません。

図：出⾝⾼校ランク別の平均GPA：全学部

 ただし、学部によってはこの傾向は多少変わるようです。法学部のGPAを⾒ると、出⾝⾼校のランクがC

〜Fの学⽣は順にGPAが低下している様⼦がうかがえます。
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図：出⾝⾼校ランク別の平均GPA：法学部

 商学部を⾒てみると、出⾝⾼校のランクがFの学⽣が、⾼校ランクがCの学⽣に次いで⾼いGPAを獲得して

います。

図：出⾝⾼校ランク別の平均GPA：商学部

 国際経営学部では、「その他」区分を除けば、出⾝⾼校ランクがFの学⽣が最も⾼いGPAを獲得していま

す。
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図：出⾝⾼校ランク別の平均GPA：国際経営学部

2.7 志望順位別分析
 1年次に実施される新⼊⽣アンケートでは、中央⼤学の志望順位を問う設問があります。本分析は1年⽣の

みを対象に、新⼊⽣アンケートで志望順位別にアンケートの結果などに関係があるか調査したものです。有

効回答数（アンケートの回答数であり、学⽣の総数とは⼀致しません）は以下の通りです。

● 第1志望：有効回答数24,323件

● 第2志望：有効回答数10,224件

● 第3志望：有効回答数7,272件

● 第4志望以下：有効回答数5,550件

2.7.1 第1志望の学⽣は、授業にすべて出席する割合がやや⾼い
 設問9で問ういている授業に対する出席率について、第1志望の学⽣は「全て出席した」と回答した割合が

60.9%と、他の学⽣よりもやや⾼いことが伺えます。しかし、1回以上⽋席した学⽣の割合に⼤きな差など

は⾒られないため、「全て出席した」学⽣についても誤差の範囲である可能性があります。
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図：設問9の志望順位別の回答割合：全学部

 また、商学部を⾒てみると、第4志望以下の学⽣は「すべて出席した」と回答した割合が、第1志望の学⽣

に⽐べ15ポイント強の差が⾒られました。⼀⽅で、理⼯学部ではどの区分の学⽣についても出席率に⼤きな

違いは⾒受けられませんでした。このように、学部によって出席率に関する傾向は多少異なるようです。

図：設問9の志望順位別の回答割合：商学部
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図：設問9の志望順位別の回答割合：理⼯学部

2.7.2 国際情報学部は第4志望以下の学⽣が肯定的な意⾒を持っている
 全学部で⾒るとどの設問においても、志望順位による⼤きな違いは⾒受けられない（設問によっては、第

1志望の学⽣がやや肯定的であったり、第4志望以下の学⽣がやや否定的であったりする）ものの、国際情報

学部では第4志望以下の学⽣が、他学部や他区分の学⽣と⽐べ肯定的な意⾒を持っているようです。例えば

設問11「この授業は総合的に満⾜できたか。」では、第4志望以下の学⽣が「7．⾮常にそう思う」と回答し

た割合が⼤きい様⼦が⾒受けられました。⼀⽅で、第1志望の学⽣は最も「7．⾮常にそう思う」と回答した

割合が⼩さく、第4志望以下の学⽣との差は20ポイント以上にもなります。特に第1志望の学⽣は、設問9

「この授業に対する出席率について。」で「全て出席した」という割合が71.9%であり、全学部の第1志望

の学⽣（60.9%）よりも⾼い数値を⽰しているにも関わらず、満⾜度が区分内で最低であることから、学⽣

⾃⾝の思い描いている学部像から離れている可能性が考えられます。

 国際情報学部において、（アンケートの回答数を基に計算すると）第4志望以下の学⽣は全体の10%ほど

を占めます。サンプルサイズは決して⼤きくはありませんが、より詳細な分析を⾏って、原因（理由）など

を確かめてみてもよいかもしれません。
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図：設問11の志望順位別の回答割合：国際情報学部

図：設問9の志望順位別の回答割合：国際情報学部

2.7.3 志望順位でGPAに⼤きな差は⾒られない
 志望順位別に1年次終了時点の平均GPAを⾒てみると、やや第1志望の学⽣のGPAが⾼いようですが、ほぼ

横ばいになっていることが分かります。第1志望でないからといって、やる気を失った学⽣の割合はそこま

で⾼くないことが伺えます。もちろん、1⼈もそのような学⽣がいない、という証左ではないので、より⼩

さい単位（学部や学科、専攻）で、そのような学⽣がいないか、確認の必要もあるでしょう。
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図：志望順位別の平均GPA

2.8 学習⾏動別分析：⽋席回数別
 学⽣を設問9「この授業に対する出席率について。」の回答結果で区分し、区分間で授業アンケートなら

びに成績に関係が⾒られるか調査したものです。有効回答数（アンケートの回答数であり、学⽣の総数とは

⼀致しません）の内訳は以下の通りです。

● 8回以上⽋席した：有効回答数3,557件

● 6〜7回⽋席した：有効回答数654件

● 4〜5回⽋席した：有効回答数2,264件

● 3回⽋席した：有効回答数6,269件

● 2回⽋席した：有効回答数12,091件

● 1回⽋席した：有効回答数19,691件

● 全て出席した：有効回答数54,724件

2.8.1 ⽋席回数が増えるほど回答はネガティブになるが、8回以上⽋席すると反発してポ
ジティブな回答が増える
 2022年度授業アンケート分析においても同様の様⼦が観察されましたが、以下の例が⽰すように、全般的

に⽋席回数が増えるほど、授業に対して何かしら不満点が出ている様⼦がうかがえます。⼀⽅で、8回以上

⽋席するとその傾向が反発する点も、前年度授業アンケート分析と同様の傾向です。
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図：設問1の⽋席回数別の回答割合

図：設問4の⽋席回数別の回答割合
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図：設問11の⽋席回数別の回答割合

2.8.2 成績も⽋席回数が増えるほど低下する傾向にあるが、8回以上⽋席するとその傾向
が反発する
 同じく2022年度授業アンケート分析においても⾒られた傾向として、⽋席回数が増えるほど成績も全体的

に下降傾向である様⼦がうかがえます。⼀⽅で、8回以上⽋席すると反発して、D評価以上（＝合格）の割合

がグンと増えます。

 ただし、「⽋席回数」というものがアンケート回答時点で学⽣個⼈の主観に委ねられている点には留意が

必要です。例えば遠隔授業を⽋席と扱ったり、公⽋を出席代わりと扱ったりする学⽣がいる可能性は捨てき

れません。

図：⽋席回数別の成績分布
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2.9 学習⾏動別分析：授業外学習時間別
 学⽣を設問10「1回の授業に対する予習‧復習(ゼミ活動や図書館/インターネット等での情報検索時間も

含む)の平均時間について。」の回答結果で区分し、区分間で授業アンケートならびに成績に関係が⾒られ

るか調査したものです。有効回答数（アンケートの回答数であり、学⽣の総数とは⼀致しません）の内訳は

以下の通りです。

● 全くしなかった：有効回答数17,134件

● 1時間未満：有効回答数42,761件

● 1時間以上2時間未満：有効回答数25,799件

● 2時間以上3時間未満：有効回答数8,111件

● 3時間以上4時間未満：有効回答数2,477件

● 4時間以上5時間未満：有効回答数897件

● 5時間以上：有効回答数2,071件

2.9.1 5時間以上授業外学習を⾏った学⽣は、授業に対して⾼評価
 授業外学習を5時間以上⾏った学⽣は、以下の例が⽰すように授業に対して評価を⾼く持っている様⼦が

⾒受けられます。また、全くしなかった〜2時間程度の時間学習をした学⽣については、時間が⻑くなるに

つれて評価が徐々に⾼くなっている様⼦もうかがえます。2〜5時間、授業外学習を⾏った学⽣については、

「⾮常にそう思う」の割合は変わりませんが、逆に「そう思わない」などのネガティブな意⾒が徐々に⾼く

なっている様⼦も興味深い点です。

図：設問1の授業外学習時間別の回答割合
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図：設問3の授業外学習時間別の回答割合

図：設問11の授業外学習時間別の回答割合

2.9.2 授業外学習時間が⻑い学⽣ほど、授業の進⾏速度はちょうどよく感じず、課題の量
は多いと感じる
 2022年度授業アンケート分析においても同様の様⼦が⾒られましたが、授業外学習時間が⻑くなるにつれ

て、授業の進⾏速度が適当であると感じにくくなる傾向が⾒て取れます。また、課題の量については授業外

学習時間が⻑くなるにつれて「多い」と感じる割合が増えていることも⾒て取れます、今年度のアンケート

では、5時間以上授業外学習を⾏っている学⽣のうち、課題の量が「⾮常に多い」と感じている学⽣は

27.4%でした（2022年度35.0%）。
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図：設問12の授業外学習時間別の回答割合

図：設問13の授業外学習時間別の回答割合

2.9.3 成績はわずかに学習時間が⻑いほど⾼いものの、ほぼ変わりなし
 授業外の学習を⻑く⾏っているにも関わらず、成績が極端に良くなるわけではない、という様⼦が、昨年

度の授業アンケート分析に引き続き⾒られました。
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図：授業外学習時間別の成績分布

2.9.4 ⼩括
 授業外学習時間は「⻑ければ良い」というわけではありませんが、⼤学設置基準に則ると1単位あたり1.5

時間/週の授業外学習時間は確保したいところです。また、授業外学習時間が⻑い学⽣は「よく頑張ってい

る」とも捉えられますが、「要領がよくない」「問題に直⾯しており想定以上の時間がかかっている」など

の可能性に留意しなければならないのは、昨年に引き続き同様です。

2.10 年間履修単位数別
 履修単位が⽐較的多い1, 2年⽣を対象に、1年間で履修している単位数を10単位区切りで区分し、区分間

で授業アンケートならびに成績に関係が⾒られるか調査したものです。有効回答数（アンケートの回答数で

あり、学⽣の総数とは⼀致しません）の内訳は以下の通りです。

● 0-10単位：有効回答数0件

● 11-20単位：有効回答数49件

● 21-30単位：有効回答数174件

● 31-40単位：有効回答数11,952件

● 41-50単位：有効回答数61,497件

● 51単位以上（51+）：有効回答数5,706件

2.10.1 履修単位が30単位以下の学⽣は授業に対して⾼評価
 概ね履修単位数が30単位以下の学⽣は、以下の例に⽰すようにいくつかの授業評価項⽬において、選択肢

「⾮常にそう思う」の回答割合が他の群と⽐べて⾼い様⼦が⾒て取れます。
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図：設問2の年間履修単位数別の回答割合：全学部

図：設問5の年間履修単位数別の回答割合：全学部

 この傾向がもう少し強く⾒える学部も⾒られました。法学部では、51単位以上履修している学⽣を⾒る

と、否定的な意⾒が全学部の学⽣に⽐べ増えている様⼦が伺えます。
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図：設問2の年間履修単位数別の回答割合：法学部

図：設問5の年間履修単位数別の回答割合：法学部

 ⼀⽅で、総合政策学部では履修単位数が増えると、否定的な意⾒もさることながら肯定的な意⾒も増えて

いる様⼦が⾒て取れます。
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図：設問2の年間履修単位数別の回答割合：総合政策学部

図：設問5の年間履修単位数別の回答割合：総合政策学部

2.10.2 履修単位数が20単位の学⽣は年間GPAがやや低い
 履修単位数が20単位以下の学⽣は、他の学⽣に⽐べてGPAがやや低い様⼦です。逆に、履修単位数が20を

超えている学⽣については、GPAに⼤きな差は⾒られませんでした。

 サンプルサイズが⼩さい点に留意は必要ですが、特に履修単位数が20単位以下の学⽣は、GPAが0付近に

も⼀定数分布しており、不合格が多すぎた、履修を諦めた、などの問題が発⽣していることが考えられま

す。履修単位数が少ない学⽣には注意を払う余地がありそうです。
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図：年間履修単位数別のGPA平均

3. おわりに
 本報告では、2023年度に実施された授業アンケートを対象に、10個の観点から分析を⾏いました。2022

年度より分析観点を拡充した本分析ですが、より多⾯的な情報がうかがえたのではないかと思います。

 本報告は、あくまで全学的な傾向を捉えたものであり、学部別の傾向まで詳らかに調査したものではあり

ません。全学的な傾向と学部や専攻ごとの傾向は、各教育組織の特性により異なることが予想されます。ま

た、より詳細なデータを加えた分析、例えば授業の受講⼈数や学⽣⾃⾝の特性などを踏まえた分析により、

さらにカリキュラム改善などにつながる議論が期待されます。本報告を基に、ぜひ学部の中でより深い分析

を進めていただき、因果関係などを⾒出し、教育改善に向けた議論を深めていただければ幸いです。
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授業形式別分析
授某形式別のアンケー ト結果と成績の1111係を表示します．
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巴 O O 
屯 と0 コ？

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

成緬

0.4 

0.35 

0.3 

0.25 

0.2 

0.15 

0.1 

0.05 

゜

g i 

｀ 

忌
い＃ょ

;と;1凸§5
•~n回 (15~21回）

い ～； ； ： ； 

“.:IL叫E 

• Tべて”.,
• Tべてオンライン（遁層ライカ

• すべてオンデマンド（羅轟n(lJ

● I＼イフレックス (99.,d遠鴫ライプ）

● ブレンド（刃國＊饂轟較懺遺鴫ライブ）・その（吝重定力”員不鼈を●O)
・ 全体

● Tべて対園

● Tべてオンライン澤陽ライプ）

● Tぺてオンデマンド（鵡轟吠●）

● IIイフレックス U!II●遺層ライプ〉

ブレンドり1轟•IIiin鼠直層ライブ）

• その鑢い＇に E分虐不駆e倉tJ)



入試カテゴリ別分析
入試カテコリ別のアンケート詰栗と6PAの関係を表示します．
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Q•：この攪戴を遍じて自舅のIll!カの冨まりや成5につながった．

“̀  
04 • ー● （t.績 費外を●O)

■ 霧定cm
0 35 • ス—ツII.II

・ 剛●

03 • その・

はビビは ピ • 全は
0 25 

02 

01 i品0 15 繭
oos 。-ii-ii-品五 -55-§こ＊こ::;; ·り”り置り”•しこし”• い

令くそう患わない そう思わない めJ.りそう思わない どららとしいべない ややてう思う そう患ン ＂常 1.そう思う

QS: I!!当隷Rの話し方は闘き馳りやすく、曜鱗しやすいものだった．

笠
■ ―鱈（e.績．買外を●0)

0.◄ z 云 ,:,~ 1 |菜
■ 慮定校履•
■ スポーツ霞層l
. .,重

• その・
03 ・― `― ヽ一 ．．．． ． ● 全体

02 

0。9五辿 益..r.3し 繭・ガ→一＇ 
1:<9う巳t)ない そ）患"Jい めまりそう乞わない どららとしいえない ややそう巳う そ）患う li常しそう息う

Q6:担当敦只は学生が●中できるように零胃匿墳の繕持に鰐めていた． ； 
■―績（セ、績費外e●O)

0.4 ，．．しし，4 ，J ：：：旦二R「萎 ■ 霧定校鑽・

• ス—ツ竃·
・ 剛●

・・ゑ■竺■■■■■ ■ ■ その・
03 • 金

02 

01 幽，，，召 し゚ぷ

O ii四 叩こ 三出
↑＜そパわない f..:,患Iyよい めまりそJ思わない がiらとしいえない ややそう尼う そン息〉 it常（←て）息う

Q7：練＂書や配布・撮示資料（パワ ーポイント・ビデオ等）は攪●内容の曜鱗1こ役に立った．

塁
■ー● （セ．績 貫外を●0)
■ 露定校糧・

0.4 9心い只し ゑ王 笞l竺． ・ スポーツII.II

• 剛重
・ その・

03 一 ー`ー lF- - - - - -

■ 金停

02 

01 幽0苔0~吝9 

o ”__,.. か_t_^ム←_ ”-^ -i..,吝-上＊-i..,ニ-こ-上 ー~品~笞 9”~コ~ ” ~ 

↑くて）息I)ない ぞう患t)ない あまりそ）忠わない どららとしいえない ややそう患う そ）忠う H常'...ぞう覧う

Q8：担当款日によるフィードバックI●別日闊への応冨、レボートヘのコメント、試験のII評など）は週切だった．

←C＃ • h 

R9いぶゞ wn~ • ー鎗 11?、績會費外を會む）
0.4 ■ ll定n櫂•

● スポーツ檀・
. .,霞

03 

編11111111 
• その鑓
● 全

": iilii,i iliili ~ 畠 にこごJ 5Iこ;5gここ¢召←)j t 

↑＜そう思わない そうかIJ.い あまりぞう思わない どちらとじいえない ややそう思う そ）思う )1常1しそう患う



Q9:この攪畢に対する出閥寧について．
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Qlヽ ：全攪●恩Qち、あ心が遠耀攪●形式によって雙IIした回数について．（lt28回の11鵬科目については、 （）内の数偏をお蒼えください．）
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授業タイプ別分析
隈糞タイプ別のアンケート絹累と成績の関係を表示します．

隕タイカ泳”'ラフを表示

［弓効回笞数l

・ ほ霧： 62●71
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• 実1支 ： 1751

・ 外国la: 26781 

・ 卒濾,~目： 98

・ 全体（データなしを含む） ：函so
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Q5：担当鶉只の区し方は11き1111りやすく、曜鱗しやすいものだった．
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QlO: 1回の授戴に対する予讐・復讐Iゼミ活IIや園畜鱚／インターネット尊での情輯檜彙崎111も倉む）の平均峙閻について．
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Qll：この攪戴は総合的に潰足できたか．
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Qlヽ ：金隕戴回のう戸、あなたが遠霞慢鵬形式によって覺IIした回数について．（tt21回の攪●闘目については、 （）内の練●をお冨えください．）
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アクティブ ・ラーニング内容別
授業,~取り入れられたアクティブ ・ ラーニングの内容ごとのアンケー ト紹稟と成績の関係を表示します．

アクティブ・ラーニング内石泳Dグラフを畏示

【百効回笞数（複数回笞） ）

• PBL: 1'766 

• 反転授業： 8983

• ディスカッション／ディベート： 26... 

・グルーフワーク： 3匹 8

・プレゼンテーション ：20函

• 実ii／フィールドワーク： 82心

• その他： 13673

• 未実島：39395

・全体（データなしを含む） ：吟250

Ql: 1111璽項（シラパス）に示されていた零冒目標や内容と合致していた．
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Q9：鯰馳的に●加したくなるような攪●であった．
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Q3：この攪●の内容を曜鱗し、知遍・技飽等を誓綱できた．
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QS: Ill!!I輯員の饂し方は●き竃りやすく．疇鱗しやすいもmsった．
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Q9:この攪戴に対する出庸軍について．
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● ディスカッシ●ン／デイペート
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出身高校ランク別分析
出身高校ランク別のアンクート給果とGPA(J)1111係を表示します．

出舅闇校ランク那切ラフを喪予
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・全体 （データなしを含む） ：99250 
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学習行動別分析
字1i1行動別のアンケー日紹果と成績の間係を表示します．

欠回数切ラフを霞示

l'!i効回谷数l

• 8回以上欠席した： 3557

• 6~7回欠席した： 6”

• .~5回欠席した： 22い

• 3回欠席した： 6269

• 2回欠席した ：12091

• 1回欠席した ：19691

・全て出席した ：54724 

・全体（デタなしを含む） ：99250 

Ql：馴＂饗 Ill（シラバス）に示されていた学奮目蠣や内容と合数していた．
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Q4：この11戴を通じて．自舅の鑢力の日まりや咸こにつながった．
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Q5：担当敦日の誌し方は聞き取りやすく、曜鱗しやすいものだった．

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

廻以t欠窯した 6へ7回欠虞し1.. 4→回欠牒し1こ 9回欠慮し,, 2回欠l•し,.

Q6：担当鶉日は学生が戴中できるように字誓膿填の繕持に努めていた．

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

網以_j_欠斥しに •~1回欠関した い如欠序しr， 迫欠瓢した

Q7：諏科畜や配布・遷示資料（パワーポイント・ピデオ檸）は攪戴内容の曜鱗に役に立った．
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QIO: I．の贋■に対する予■・編●（ゼミ1111や鬱富鵬インターネット疇ての情●檎貴崎閻も倉む）の平均嶋閾1こついて．

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

。“..t穴覧しr.:.

Q11：この檀・は纏合的に鵬足てきたか．

0.8 

0.6 

0ヽ

0.2 

。心上ばしに 、f孜霞ょt ．ゑ欧鷹した 逗勾u，た 函～’よ~

Qll:この覆．の遍行逓匿について．

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

。耐口t元L,r. ヽ涸”'よ ヽ迫元しr.

Qll：輝.(Iii■、レポートの擾出．予詈・ 111奮など）の墨について．

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

傘欠露した Jrni,ot,I: I回欠露した 全ア出慮~ r 

ゞ
函l以上匁覧した 6～呵匁鼠しr 4,5回欠l'した 呵幻覧しr 2.W凍し1:- I回元＇し r

全ア出露しr

↑U 

“ 

王体

----
こ体

・ 重くししnつた

• ""’`•鼻
• 9鱒•斗 99彎●言·
■ 囀鸞J上遍雙言鼻

■瀑電心嶋彎言l1

• 曇鵞X上遍•言鼻
・ 這電心

・ 全（そう·のし•‘
• そう・わとい． 鼻蓼？そう・りら・
・ とらうと巳しえら•

. ,.,..,そ9●ぅ

■ そう患う
． 縛竃こそう09

. .."'項．，
． ．し、

• ゃし9・ラょうどよし9

・一ヽ・’
• ill.、． 縛寓こ量．、

• 騨寓lC少ない

• 少ない
・ やや少ない
● 遺切

・ やや多い

• 多い
• 葬寓に多い

Ql• ： 全攪鵬回のうち、あなたが遠霞攪鵬形式によって覺11した回数について． Itt28回の授●科目については、 （）内の数纏をお冨えください．）

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

.“ ■ l~311 (9～這）
・ •～喧 （9～l碍9)
■'~ll111 (1S~"O) 

■ すべての授纏

8回以t欠嘉しr.・ .~7回欠窯した い～嘩欠嘉した 3回匁患した 2回匁竃した 1回匁名し,.- 1-て出席した 令体



成績

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

廻以t欠席した 6~7回欠嘉した ·~•回欠席し1こ 3回欠昇した 2回欠慮した 1回欠席した

鼻
•••••• 

全てt嘉した



学習行動別分析
学輩行動別のアンケート絹棗と成績の関係を表示します．

欠回覆筋9グうフを喪示

隕農外字1l鯖闇筋”'ラフを表示

＂巧効回笞数l

・ 全くしなかった： 17134 

• l峙間未瀑：●2761

• 11,l間以上2騎間未漏： l57.. 

• 2笥間以上3関間末溝： 8111

• 3峙間以上4関1.,未溝： 2477 

• .関間以上5時間未溝： 897

• 5関間以上： 207l 

・ 全体（データなしを含む） ：99250 

Ql : llll賽Ill（シラバス）に示されていた学爾目纏や内容と合致していた．

0.8 

0.6 ヽ
諷”

0.4 

0.2 
15四

13.4% 12.3% 

Q2: II!馳的に・随したくなるような授璽であった．

0.8 l I I ’’  I I 

3 

UU鴫

12.6% 12冷
13.3% 

s鼠1間以I

I I I I I I I I 

“：□| i'’二’＇こー，9ー9,ー— ,一9 9 9 口 9＇,’ 19匹

1鼠＼闇＇． l"『以j2.9『'1贔2● , 9x t ",'い遍3.1間以上4い閏r漏4鼠llll以I5M閉1這 立＼問以上

Q3 ：このII鵬の内容を曜鱗し、知濃・技鑢纏を詈綱できた．

o s I I I ’’  I I I I I I I I I I 

＇ 

＇ 

＇ 

：己よ」ユよ9--;

Qヽ：この1!111を遍じて、自舅の鱈力の真まりや威Sにつながった．

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

・ 全くそう患ない
■ そう患わない

• あ攣りそう雹りない
■ どちらともいえない

• ややそう息う

• そう1l9■ ”*1こそう攣う

■ 全くそう鳳のない

• そう患ない
● あ蓼りそう鰐わない． どちらともいえない

・ ややそう息う
● そう●ぅ

• 静竃1こそう●ぅ

● 全くそう息0ない

・ そう患わない
・ あ拿りそう愚りない

• どちらともいえない

• ややそう愚う
● そう愚う
■ 9n掌1こそ9霞う

• 食くそう鳳"'•し9
• そう量りる'•‘
● あ拿9そう．n,・ぃ

• どちうとCいえ'・・C9
● ややそう息う

● そ9●ぅ． 綽寓に亭9119



Q9：担当諏日のIllし方は111き取りやすく、曝鱗しやすいものだった．

0.8 

0.6 

04 

0.2 

直＼間以ll."’じ漏9ll閲l‘AL韮M日1漏直1間以いl"’A贔4."日以J` ＂口末贔 '’"口以l

Q6: I!!当諏I'llむ学生が戴中できるように学璽躙填の繕惰1こ鰐めていた．

0.8 

0.6 

04 

0.2 

ー・.. 
sl\1~以t / 1* 

Q7：隷日富や配布・撮示資料（パワーポイン ト・ビデオ等）は11●内容の噸鱗1こ役に立った．

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

全くしむか・バ SL＼間以l

Q8：担当諏月によるフィー ドパック（●別白闘への応冨．レポー トヘのコメント、試隕のII"な ど）は週切だった．

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

しなカ ・/, 11-111"<:!T心1.:tl贔21Im以上． ,r.1鼻直1関以L4ばい遍山間以上9li閾1贔 直10以上 体

Q9：この攪●に対する出霜寧1こついて．

0.8 

0.6 

o.4 

0.2 

令くしなか• 9 r.
9,3ア ●：●T .9,_ ▼ 

1•1間以 12•lll'I I 贔 2•1111以1.Jll~II、温 9良l間以上．．＂’じ己●鼠5111以1.sl.llllt漏 全体

• 食（そう・”る•‘
• そう患りしし‘
● あ富りそ90ゎ，•い

・ とららとCいえ’•い
・ ややそう●9

・ そ9●ぅ． ＂寓にそう●9

■ 禽くそう・のない

• そう患わらい
• あ事りそう愚n,•い
■ どちらとeいえない

• I">¥">そう畢う

■ そう愚う

• "拿9こそう霞う

• 全くそう息のない

• そう息わない
■ あ置9そう患の＇•い
• ~ちらとCいえ9“‘

● ややそう息う

■ そう息う

• "寓9こそう懇う

■ 倉くそう・nしい
■ そう息わしい

・ あ●9そう・のし'‘
■ とちらともいえない

・ つやそ9■9
・ そう息う・",.，こそ9■う

・ 噸虹心した

■ ...ボ＇欠属した
・ •～這欠庫した
■遍欠した

• 2■ス露した
■,11心した

■ 金て出露した



Qll：この攪●l;tl畠合的に濃足できたか．

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

Ql2:この擾霞のill行釦置について．

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

1配疇l又i-2Lll9Illl2い『illいrt..J19日以14Mal漏ヽ い閉以上,."”温

• 重くそう璽のしい
■ そう息わない

■ あ●りそう愚n,・ぃ
■ とちらともいえない

• ゃそう●ぅ

■ そう息う

• "竃9こそう●ぅ

． 葬竃fこ避．、

． ．し9

• やや遵■ ちょうどよい

• やや遍い
■ 遍い

• ..竃こ遍．、

l•沿げ贔 l鼠lF北L2"門1贔 2n閉以上直lli!II漏 3L1間以上4関閉9漏山間以1.sしり間1邁 S鼠1閉以l ‘体

Q13: 諜塵（喜凰レボートの遷出、予奮•Ill詈など）の墨について．

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

Qlヽ ：全授●回のうち．あなたが遠闊慢鵬形式によって費IIした回数について．Itt28回の授鵬科目については． （）内の数曇をお冨えください．）
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0.6 

0.4 

0.2 

慮は

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

姿’洛、J%勺

々＾

・",.，こ少ない

■ 少ない

■ やや少ない

■遍tJ)

■ やや多い

■ 多い・",.，こ多い

全くしなかつr._ 1幻関す遍

、 ぐ、、、、ぐ
、*‘‘ヽぐ，今｀‘勺

■ oll 
■ 9～這（9～..,

・ •~9潤 (9~9•回）
■.~9這9(9’"回）
■ すべての覆婁

苓な

^

9

C

D

9

9

 

•••••• 

1l'j間以t2l'j間T漏 2L'i門以t巧I"t漏 Il'j『以t4"99キ漏 4関門以ts騎間末遍 丈5門以t



年間履修単位数別分析
11,2年生のみ対象l年間履修出位数別のアンケート組累とGPAの関係を表示します．

年闇履饉嵐位数別のグラフを＂示

['Rl!/1回笞数l

0 10: 0 

ll 20. 49 

2L 30・174

31-<40 : 11952 

41 SO. 61497 

SL+'5706 

全体（データなしを含む） ：79378 

Ql: II鼈璽項（シラ1（ス）に示されていた学冒目露や内容と合致していた．

■ 金くそう患りない

・ そう患のない

● あ拿I)そう愚のない

0 8 1 

＇ ＇ 
I l l 

＇ ＇ ＇ 
I l • e.ちらともいえない

• ややそう愚う
● そう患う

o 6 I 

＇ l 箪暉 I 3e輝 ”・鼻綸
． ＂寓にそう患う

04 I 

ヽ0 2 

ーこl l 137% 

II 20 51• 

Q2 ：鯰動的に•/J1Jしたくなるような攪●であった．

● 金くそう患のない

• そう患りない
● あ零りそう息のない

0 8 1 

＇ ＇ 
I l l 

＇ I | I I・ 
・ とちらともいえない

● やそう患う

ZL9鴨 2 1嶋 30.1鴫
● そう患う

06 二
一

l 32.o I 

＇ 
• “"員にそう愚う

04 

ー
20.1 .. 19.6% l l 19.7% 

0 2 

I l ..., '̀ I 冒＇11 20 2130 31 ≪ “”  51• t体

Ql:このII●の内吝を疇鱗し、知凜・技能籍を璽繕できた．

・ 金くそう重ない

● そう息のない

■ あ蒙りそう愚のな` い

o s I 

＇ ＇ 
I l l I 

I | I I・ 
・ とちらともいえない

• ¥">I'>そう息う

31暉
・ そう●ぅ

06 一し
l 3 ＇ ＇ 

320 311鴫 • "寓にそう患う

04 

ー二」らl l 219 

0 2 

II 21 10 IヽSO SI• 

Qヽ：この檀●を111じて．自舅の鑢力の口まりや慮Sにつながった．

● 金くそう・nヽぃ

• そう患わない
• あ蓼りユう鵬，・rィ’

0 8 1 

＇ ＇ 
I l l I 

I | I | 3田 ―|

• とちうとCいえ，•し9
• ややそ9●ぅ

a 
・ そう●ぅ

06 一
一

l 33.1鴫 I 

＇ 
翼U嶋 • "寓1こそう患う

04 

ー
22.5% I 

＇ 
20．玲 I l 219% 

02 

I 匿
1120 2 1「 99“ SI• 



Q9:l11島輯日のIIし方は●言馳りやすく、●鯛しやすいも”5った．

0.8 

0,6 

04 

02 

",. 91 .. l140 

“” 

Q●:l!I当輯貝は零生が●中できるように零●譴嶋の緯樗1こ鰐めていた．

0.8 

0.6 

o.• 

02 

dllO 

“” 

Q7：諏H富や配布・纏示賣闘（パワーポイント・ビデオ疇）は攪・内容の曜鱗1こ役に立った．

0.8 

0.6 

0.4 

02 

11 lO 2130 

“” 

Q8：担当諏貝によるフィードバックI●別賃闘への応冨．レポートヘのコメント．試験のII”など）は週tlJだった．

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

11 20 21,0 31心 “ 

Q9：この攪鯛に対する出需睾について．

0.8 

0.6 

0.4 

0 2 -

1120 31 0ヽ 1ヽ”

SI• 

91• 

... 

51・ 全体

・ 倉（二9.nし•‘

• そ9璽のしし●
・ 心 9そ9●r,とし

・ とらうとCいえしい

■ ,,やそ9●9

• そう●9■ "竃9そう●ぅ

■倉＜エ9・nら．、

・ エ9●n:"
• ぁ・りそう・わるい
■ ~5?とCし9
■ =•ぅ●9

● そ9●う

• •竃こそ9●う

■ 食くそう・わる．、

■ .,攣りし・

• ..鬱：ェ，．＂らし、

■ とらうとCしヽ えらい

• や→そう●ぅ
■.,●ぅ

■ If冨：エぅ●9

■ 全くそう患わない

■ そう患わない

■ あ言りそう患のない

• どちらともいえない

・ ややそう懇う

・ そう患う

・ 拝囀にそう患う

• 呵日ド欠庫した

• ←嗜欠膏した

• 鳴～這欠鼻した
・ 這欠した

• ""欠庫した

■ 1"'欠庫した

• 全て出露した



QlO: 1回の攪●に対する予誓・置誓1ゼミ后11や園富鱚1インターネット等での情輯檜素峙閻も含む）の平均崎閻について．

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

1120 21印

Qll:この授鑽は総合的に潤足できたか．

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

一11 20 2lm 

Q19 ：この檀・の遍行運匿について．

0.8 

0.6 

゜`
02 

1120 

0.8 

0.6 

〇鼻

02 

)1 40 

]I心

Qll:匹（●■、レポートの纏出．予●・111璽など）の■について．

JIヽ 0

“” 

41 5 

“” 

“” 

51* 

一SI・

" 

全体

“
 

■ 全くしなかった

■ 9艶望丑遍

■ 9艶置以上追雙＝鼻

・ 彙髯よ囀雙｀

■ JI!訟よ•I!.,工員
■ •彎2以上這箕烹遍
・ 這萱心

■ 全くそう患が＾｀

■ そう昂nない

■ あ震りそう患りない

■ ~ちらともいえない・ややそう患う
■ そう患う

• ＂寓 lこそう墨う

・ ",.：漣．、...、
• ゃ，，遷．、・らヽ うとよし、

・ や ヽ

• • •‘ • "拿こ竃•'

・",.，こ少る．`

・ 少と・̀

• P»ら•‘
■ •tJJ 
. .,,,..し‘

. ..し‘

・ ",.，こ・い

SI 

“
 

Ql亀：金攪霞回のうち、あなたが遁霞攪璽暦式によって覺講した回魏について．（It91回の攪戴＂目に ついては、 （）内の魏●をお冨えください．）
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● I~9・{I` 襲`I

• ・ヽ 噌'{9̀9..)．．1..，＂`na 
• yぺての鰻●

U20 21., 91“ “” 9 1 • fu 



!!1年匿GPAの分布

1 1 20 9130 31心 ●1 IO 91● 令体




